
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度埼玉県国語教育夏季研修大会 

大会要項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



根岸 聡美  深谷市立上柴西小学校   小学校① 

 

１ 主題  国語科における「個別最適な学び」と「協働的な学び」を 

一体的に充実させた授業実践の工夫 

  

２ 内容  本校では、国語科の学習を通じて身に付けた「国語力」を活用できるように指

導すること、また、その力を他教科でも発揮できるよう、意図的・計画的に教科横断的

な指導を行ってきた。しかし、必要な情報を読み取ったり、聞かれていることに対して

的確に答えたりすることに課題がある。そこで、自分に合った学習法で定着させた知識

や技能を持ち寄り、それを他者との交流を通して自分の考えを広げたり深めたりでき

るようにした。こうすることで、目的を理解し場面や相手に応じて表現できる児童の資

質・能力の育成を図ることができると考え、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

一体的に充実させた授業づくりを工夫し実践した。 

 （１）授業実践①単元を通して 

     ②１時間の授業を通して 

 

 

 

 

吉田 幸枝  白岡市立篠津小学校   小学校➀ 

  

１ 主題  児童一人一人が「わかる・できる」を実感できる指導法の工夫 

  

２ 内容  本校の研究主題は、「児童一人一人が『わかる・できる』を実感できる指導法

の工夫」である。「児童が自分自身のめあてをもち、見通しをもって学習に取り組むこ

とができれば、身についた力を自覚し、『わかった』『できた』を実感することができる

だろう」、「児童が学ぶことへの興味関心をもち、学習課題や学習方法等を自分で選択す

ることのできる言語活動を工夫すれば、児童が学ぶ楽しさを味わうことができるだろ

う」という二つの仮説を立て、授業改善に取り組んできた。本実践では、つながりを見

つけながら読み、おもしろいと思ったところを巻物にまとめることを言語活動として

設定し、自分に合った取り組み方（一人で、友達と）を選択できるようにした。また、

並行読書ができる環境を整え、自分が興味をもった資料を選択できるようにした。 

  （１）授業実践「友情のかべ新聞」（４年生） 

  （２）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図るための授業改善 

 

 



藤井 美佳・須藤 祥子  さいたま市立野田小学校   小学校② 

 

１ 主題 粘り強く課題と向き合う児童の育成 

 

２ 内容 本校の研究主題は、「粘り強く課題と向き合う児童の育成」である。一昨年度

から、国語と日常生活とのつながりを重視して学習課題の設定、それに応じた言語活

動を行っている。児童が自ら学習活動を進めることができるように、学習のゴールを

イメージできるモデルを用意し活用するなど、導入を工夫してきた。「書くこと」で

は、一人ひとりの伝えたいことが明確になってから、題材を決定できるように多くの

時間を設けた。また、日頃から友達との関わりを生かしながら、よりよい文章がかけ

るように指導している。 

 （１）授業実践①「強く心に残っていること」（教育出版３年生） 

 （２）授業実践②「随筆を書こう」（教育出版６年生） 

 

 

 

 

 

 

安瀬 崇史   新座市立大和田小学校   小学校②  

 

１ 主題 読みの力を生かして主体的に学び、深めようとする児童の育成 

 

２ 内容 本校の研究主題は「主体的に考え、学び合う児童の育成」であり、そのために学

習のゴールを明確にすること、選択肢の中から一番を選ぶ、などの手立てを行ってきた。

国語科においても、児童が主体的に学び、学んだことを日常に生かそうとするような、

深まりがある授業の実現を目指して実践を行った。本実践は「読むこと」「書くこと」

の複合単元であるが、文章から学んだことを自分の学びに活用することを意識させる

ことと、文章をまとめる際の工夫で自分なりに見つけたことを協働的に学び合い、個別

最適に学び進めることができるよう意図した。 

（１）研究概要 

（２）授業実践  

 「固有種が教えてくれること」「自然環境を守るために」（光村図書５年） 

 （３）成果と課題 

 



横山 瑞季  東松山市立高坂小学校   小学校③ 

 

１ 主題  主体的に学び続ける児童の育成 

 〜資質・能力の育成を目指した言語活動の充実〜 

 

２ 内容  本校の研究主題は、「主体的に学び続ける児童の育成」である。本校におけ 

  る主体的に学び続ける児童とは、自ら課題を見つけ、見通しをもって粘り強く取り組 

  み、自己の学習活動を振り返って次につなげていこうとする児童のことである。その 

  中で本学級の児童は、見通しをもって学習すること、何ができるようになったのかを 

  振り返って次につなげること、既習事項と関連付けて考えることに課題があると考え 

  た。その課題を解決するために、PJ教員とともに、①学習のゴールを児童が決める② 

  学習計画、授業のめあてを児童が立てる③学習の仕方を選択させる④振り返りを充 

    実させる⑤アンケート結果から手立てを検討することを手立てとして実践した。 

（１）研究の概要 

（２）１年間の授業実践 

（３）成果と課題 

 

 

 

 

小谷野 美穂・宮本 薫純  熊谷市立熊谷西小学校   小学校③ 

 

１ 主題  生きてはたらく言葉の力を育む研究 

      ～国語科を中心とした授業改善を通して～ 

 

 ２ 内容  本校の研究主題は、「生きてはたらく言葉の力を育む研究」である。授業改善

を通して「読む・書く・話す・聞く」で活用できる言葉の力を育むため、５つの部会に

分かれて研究を進めている。読解力向上部会 A（文学的文章）では、物語文に焦点を当

て、「物語の『変化』に気付くことができれば物語を面白いと感じる児童が育ち、生活

の中で読書に親しむ児童が増えるであろう。」という仮説のもと、独自の『変化シート』

を作成した。それを生かし、物語の中で展開される様々な『変化』に着目することを

重点に、授業の工夫・改善に取り組んできた。 

  （１）研究概要 

  （２）本実践への手立て 

  （３）授業実践①「アレクサンダとぜんまいねずみ」（２年生） 

         ②「スイミー」（１年生） 



関根 祐介  宮代町立須賀中学校   中学校① 

  

１ 主題 「生成ＡＩを活用した文学作品の多面的な読解支援の実践研究」 

      ～人工知能との共生を目指した一体的な学びの工夫～ 

  

２ 内容 本単元は、人工知能の一つである生成ＡＩを活用して授業を展開していく。活用

していくことで、主体的・対話的で深い学びの促進が図れると考える。また生成ＡＩを

活用することで、生徒が文学作品を多角的に理解し、より深く考察する力を養うことに

繋がる。さらに生成ＡＩが提供する多様な視点やアイデアを活用することで、生徒が主

体的に問いを立て、作品をより広い観点から読み解く力を高めるのではないかと考え

る。人工知能が生徒たちの今後の生活において、自分とどのように関わるべきかを考え

る力を育むことも重要である。人工知能との共生を図る姿勢では、人工知能はあくまで

も「補助的なパートナー」として位置づけ、生徒が人工知能を活用しながらも、批判的

思考や自己表現の大切さを学ぶことを目指したい。人工知能は生徒の読解を支援する

だけでなく、対話的なやり取りを通して生徒自身の問いを深めたり、新しい視点を得た

りする体験を可能にする。このような学びを通じて、未来の技術と人工知能と人間の共

生について考えさせたい。 

（１）仮説 単元内の学習課題において生成ＡＩを活用することで、文章の改良（助言を    

もらう）、意見交換（対話）、比較を通して自分の考えを広げ、結果的に文章読

解が深まるのではないか。 

（２）授業実践 「少年の日の思い出」ヘルマン・ヘッセ 高橋健二訳（光村図書１年） 

 

今井 日菜子  さいたま市立大原中学校   中学校① 

 

１ 主題 実生活に結びつく読書教育 

 

２ 内容 時間対効果が重視され、大人の読書離れが進む昨今だが子供の読書量は決して 

  悪い結果ではない。学習指導要領に書かれた「自ら進んで読書をし、読書を通して人 

  生を豊かにしようとする態度を養う」ため、日々の読書活動に結びつく指導が求めら 

  れている。本に触れ、読書をする場や機会となっている学校において、新しい本と出 

  会い、人生を豊かにする読書に繋がっていく活動を行う必要があると考える。本提案 

  では「タオル」での「精査・解釈」、ビブリオバトルでの「共有」を行い、読書に対 

  する興味関心を持つことができるような学習を目指した。 

 （１）主体的・協同的な読むことの指導と学校図書館を活用したビブリオバトルの実践 

（２）授業実践 ①重松清「タオル」（教育出版 ２年生） 

        ②ビブリオバトル 



保坂 拓実  川口市立安行東中学校   中学校② 

  

１ 主題  実生活につながる国語力の育成 

      〜学びの自覚と言語活動設定の工夫〜 

  

２ 内容  国語の授業における学びや身につけた資質・能力を実生活に生かせる生徒の

姿を目指して実践を重ねてきた。単元に対する教師と生徒の捉え方の違いや指導事項

と言語活動のズレを修正し、質を高めていくことが大切だと考える。そこで、「学びの

自覚」と「言語活動の工夫」という観点を重視し、授業計画の改善に取り組んできた。

本提案では、２つの実践を通して、期待される生徒の姿を目指した言語活動を中心に据

える単元計画の工夫に取り組んだ。 

 （１）研究概要 

 （２）授業実践 ①「星の花が降るころに」（光村図書 １年生） 

         ②「『言葉』を持つ鳥シジュウカラ」（光村図書 １年生） 

 （３）成果と課題 

 

 

 

 

 

 

西原 康平  鶴ヶ島市立富士見中学校   中学校② 

 

１ 主題 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化を実現する授業構想 

      ～中学校国語科における「自由進度学習」の実践を通して～ 

 

２ 内容 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化と「主体的・対話的で深い学び」

をともに実現できる授業を構想する中で、「自由進度学習」を取り入れた国語科の授業

を実践している。５０分の授業の中で生徒の活動時間を最大限に確保し、国語科の学力

の向上を図るとともに、他教科や生活の中でも生かせる力として「生徒たちが自らの学

びの計画を立て、それを実行する力」を身につけさせることができるのではないかと考

えている。一人一台端末を活用しながら生徒に学びの多くをゆだねた授業の実践を紹

介する。 

 （１）研究の概要 

 （２）実践内容 

 （３）成果と課題 


